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2伊豆の国市 議会だより No.68

令和５年第１回臨時会は４月 28 日に１日の会期で行われました。
正副議長の選挙と監査委員の選出が行われ、議長に柴田三敏氏、副議長に高橋隆子氏が就任。
監査委員に内田隆久氏が選出されました。

就
任
の
挨
拶

　

４
月
28
日
に
開
催
さ
れ
た
臨
時

会
に
お
い
て
、
ご
推
挙
い
た
だ
き

正
副
議
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

　

公
正
公
平
を
む
ね
と
し
て
円
満

で
活
発
な
議
会
運
営
を
目
指
し
、

執
行
機
関
も
議
会
議
員
も
共
通
の

幅
広
い
正
確
な
情
報
を
も
っ
て
、

議
会
は
市
民
の
た
め
に
審
議
を
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
円
滑
な
議
会
運
営
と
市

民
に
向
け
た
的
確
な
情
報
発
信
や
、

市
民
に
開
か
れ
た
身
近
な
議
会
が

あ
る
べ
き
姿
だ
と
考
え
て
い
ま
す

の
で
、
最
善
の
努
力
を
尽
く
し
て

参
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
市
民
の
皆
様
の
ご

指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

令和５年  伊豆の国市議会新体制

議　長
柴田　三敏

副議長
高橋　隆子

新委員会構成 総務産業建設委員会、福祉文教環境委員会、議会運営委員会及び議会だより特別
委員会の４委員会です。委員は次のとおりです。（◎委員長、○副委員長）

総務産業建設委員会 議会運営委員会

福祉文教環境委員会議会だより特別委員会

山口貴子　  二藤武司　  古屋鋭治　  鈴木俊治　  三好陽子
柴田三敏　  ◎井川弘二郎　  ○八木基之　  天野佐代里

井川弘二郎　　内田隆久（監査委員）
二藤武司　　◎鈴木俊治　　〇笹原惠子　　森下　茂

小澤五月江　　長谷川　浩　　内田隆久　　田中正男
高橋隆子　　◎森下　茂　　〇山本昭彦　　笹原惠子

山本昭彦　　八木基之　　内田隆久
〇高橋隆子　　◎山口貴子　　三好陽子

　企画財政部、総務部、産業部及び都市整備部の４部と、会
計課、議会事務局及び監査委員事務局等が所管となります。

　総務産業建設委員会、福祉文教環境委員会の各委員会よ
り選出され、正副議長がオブザーバーとして出席します。

　市民環境部、市民福祉部及び教育部（教育委員会）で
構成される３部が所管となります。

　市議会の活動を市民の皆さんに知っていただくため、
定例会後に「伊豆の国市議会だより」を発行しています。

● 駿東伊豆消防組合議会議員・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 三好陽子、天野佐代里
● 伊豆市伊豆の国市廃棄物処理施設組合議会議員・ ・・・・ 田中正男、小澤五月江、内田隆久、山本昭彦
● 三島市、伊豆市及び伊豆の国市電算センター協議会運営委員・・・・・・ 古屋鋭治、二藤武司、鈴木俊治
● 都市計画審議会委員・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 天野佐代里、八木基之

一部事務組合等
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総
務
産
業
建
設
委
員
会

伊
豆
の
国
市
市
民
憲
章
審
議
会
条
令
の
制
定

に
つ
い
て

■
市
民
憲
章
を
つ
く
る
必
要
性
は
。

　

伊
豆
の
国
市
の
未
来
に
向
け
、広
く
市
民

の
行
動
規
範
や
目
標
と
な
る
市
民
憲
章
を
制

定
す
る
こ
と
は
、市
民
が
同
じ
方
向
を
向
い

て
進
め
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
、大
き
な
意

義
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

伊
豆
の
国
市
職
員
の
配
偶
者
同
行
休
業
に
関

す
る
条
例
に
つ
い
て

■
地
方
公
務
員
法
の
中
に
職
員
の
配
偶
者

同
行
休
業
に
つ
い
て
の
規
定
が
あ
っ
て
も
、

市
の
条
例
を
制
定
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い

の
か
。

　

育
児
休
業
や
自
己
啓
発
な
ど
と
同
様
に
、

地
方
公
務
員
法
で
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
が
、そ
れ
を
実
際
に
実
行
す
る
時
に
は
、各

地
方
自
治
体
が
条
例
で
制
定
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

令
和
５
年
度
伊
豆
の
国
市
一
般
会
計
予
算
に

つ
い
て

■
電
気
自
動
車
用
充
電
装
置
設
置
工
事
33
万

円
、公
用
車
購
入
費
８
５
１
万
３
千
円
、電
気

自
動
車
用
充じ

ゅ
う

放ほ
う

電で
ん

装そ
う

置ち

購
入
費
２
１
４
万

５
千
円
に
つ
い
て
、電
気
自
動
車
３
台
の
購

入
だ
が
、補
助
金
が
あ
る
の
か
。

　

車
に
つ
い
て
は
１
台
当
た
り
55
万
円
、電

気
自
動
車
用
充
放
電
装
置
に
つ
い
て
は
21
万

６
千
円
、設
置
工
事
に
つ
い
て
は
１
台
当
た

り
10
万
円
と
い
う
こ
と
で
、そ
れ
ぞ
れ
３
台
、

３
施
設
分
、国
庫
補
助
金
が
出
る
。

 

■
街
頭
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
事
業
補
助
金
１
８

０
万
円
に
つ
い
て
、防
犯
カ
メ
ラ
１
台
ど
れ

ぐ
ら
い
か
か
る
の
か
。ま
た
、防
犯
カ
メ
ラ
の

機
種
は
選
べ
る
の
か
。

　

防
犯
カ
メ
ラ
は
、20
万
円
か
ら
30
万
円
程

度
で
設
置
が
で
き
る
。地
域
の
防
犯
活
動
の

一
環
で
あ
り
、地
域
の
行
政
区
が
設
置
し
た

場
合
に
、上
限
30
万
円
の
10
分
の
９
の
補
助

を
行
う
も
の
。

　

機
種
の
指
定
は
な
い
が
、何
画
素
以
上
で

あ
る
と
か
、ど
の
ぐ
ら
い
の
録
画
が
で
き
る

と
い
っ
た
、最
低
の
基
準
は
あ
る
。

■
歴
史
文
化
等
資
源
活
用
推
進
事
業
、周
遊

コ
ン
テ
ン
ツ
作
成
業
務
委
託
料
３
０
０
万
円

に
つ
い
て
、ど
こ
で
、ど
う
い
っ
た
内
容
を
行

う
の
か
。

　

ま
だ
素
案
で
あ
る
が
、韮
山
時
代
劇
場
の

物
産
館
の
跡
を
活
用
し
て
、大
河
ド
ラ
マ
の
中

で
使
用
し
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
か
ら
譲
り
受
け
た
小
道

具
等
の
設
置
や
、義
時
の
里
で
展
示
し
て
い
た

歴
史
文
化
財
の
展
示
な
ど
を
考
え
て
い
る
。

　

今
年
か
ら
大
河
ド
ラ
マ
が
、台
湾
や
ア
ジ

ア
圏
で
再
放
送
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
が
あ
る

の
で
、来
訪
さ
れ
る
方
々
に
、大
河
ド
ラ
マ

「
鎌
倉
殿
の
13
人
」の
ロ
ケ
で
使
用
し
た
物

品
が
見
ら
れ
る
よ
う
な
工
夫
と
い
う
こ
と
で

想
定
し
て
い
る
。

■
耕こ

う

作さ
く

放ほ
う

棄き

地ち

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業
費

補
助
金
２
０
０
万
円
は
、荒
廃
し
て
い
る
農

地
を
再
開
し
た
場
合
に
補
助
の
対
象
に
な
る

か
。ま
た
、景
観
作
物
と
は
ど
う
い
う
も
の
を

対
象
に
し
て
い
る
の
か
。

　

耕
作
放
棄
地
を
解
消
し
て
、作
付
を
し
て

も
ら
う
こ
と
が
目
的
で
あ
る
た
め
、補
助
対

象
と
な
る
。農
業
者
を
対
象
に
し
、景
観
作
物

は
、菜
の
花
や
レ
ン
ゲ
、ワ
イ
ル
ド
フ
ラ
ワ
ー

な
ど
を
想
定
し
て
い
る
。

令
和
５
年
度
伊
豆
の
国
市
楠
木
及
び
天
野
揚

水
場
管
理
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

■
特
別
会
計
か
ら
一
般
会
計
に
移
行
し
て
い

く
考
え
は
。

　

令
和
４
年
度
中
に
一
度
、地
元
で
説
明
会

を
開
き
、ご
理
解
を
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。で
き
る
だ
け
早
い
う
ち
に
一
般
会

計
化
を
目
指
し
て
い
き
た
い
。

令
和
５
年
度
伊
豆
の
国
市
水
道
事
業
会
計
予

算
に
つ
い
て

■
消
火
栓
設
置
費
３
３
０
万
円
に
つ
い
て
、

令
和
５
年
度
は
ど
う
い
う
計
画
に
な
っ
て
い

る
の
か
。

　

消
火
栓
の
設
置
は
、危
機
管
理
課
か
ら
依

頼
を
受
け
た
設
置
費
用
と
な
る
。現
在
、設
置

依
頼
が
な
い
が
例
年
に
伴
っ
た
金
額
を
計
上

し
て
い
る
。

令
和
５
年
度
伊
豆
の
国
市
下
水
道
事
業
会
計

予
算
に
つ
い
て

■
負
担
金
補
助
及
び
交
付
金
、狩
野
川
流
域

下
水
道
維
持
管
理
負
担
金
６
億
５
８
５
万
１

千
円
の
負
担
金
だ
が
、こ
れ
は
水
量
何
㌧
に

対
し
て
単
価
い
く
ら
の
計
算
か
。

　

令
和
５
年
度
の
責
任
水
量
と
し
て
６
０
０

万
４
千
立
方
㍍
と
、令
和
４
年
度
の
６
０
０

万
立
方
㍍
を
超
過
し
た
分
の
水
量
、約
88
万

２
千
立
方
㍍
に
な
る
。こ
の
合
計
に
対
し
て

89
円
と
い
う
単
価
を
掛
け
た
金
額
に
な
る
。

● 常任委員会報告 ●３月定例会で２常任委員会に付託された議案の審査内容の報告です。
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福
祉
文
教
環
境
委
員
会

令
和
５
年
度
伊
豆
の
国
市
一
般
会
計
予
算
に

つ
い
て

■
資
源
循
環
セ
ン
タ
ー
農の

土ど

香か

処
理
事
業
の

う
ち
、堆
肥
化
に
つ
い
て
、協
力
区
な
ど
を
広

げ
ら
れ
な
い
の
か
。

　

単
純
に
牛
ふ
ん
を
減
ら
し
て
生
ご
み
を
多

く
す
る
形
に
な
る
と
、堆
肥
か
ら
肥
料
に
成

分
が
変
わ
っ
て
し
ま
う
の
で
、大
き
く
広
げ

て
い
く
の
は
な
か
な
か
難
し
い
。

■
同
、剪
定
枝
破
砕
業
務
派
遣
料
５
１
７
万

２
千
円
に
つ
い
て
、

説
明
を
。

　

農
土
香
で
、剪
定

枝
を
チ
ッ
プ
に
す
る

作
業
に
２
人
を
予
定

し
て
い
る
。

■
地
球
温
暖
化
対
策
推
進
事
業
、新
エ
ネ
ル

ギ
ー
機
器
等
導
入
事
業
費
補
助
金
４
０
０
万

円
に
つ
い
て
、電
気
自
動
車
何
台
分
か
。ま
た
、

ど
の
く
ら
い
の
効
果
を
得
ら
れ
る
の
か
。

　

従
前
か
ら
の
住
宅
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
３
０
０

万
円
。電
気
自
動
車
は
20
台
分
で
１
０
０
万

円
。効
果
は
20
台
で
年
間
50
㌧
の
温
室
効
果

ガ
ス
排
出
削
減
を
想
定
し
て
い
て
、県
内
８

自
治
体
で
取
り
組
ん
で
い
る
。

■
戸
籍
住
民
票
等
証
明
発
行
事
業
、証
明
書

交
付
対
応
マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
購
入
に
つ
い
て
、

設
置
に
よ
っ
て
コ
ン
ビ
ニ
で
の
証
明
取
得
に

つ
な
が
る
の
か
。ま
た
、そ
の
金
額
は
。

　

コ
ン
ビ
ニ
に
あ
る
も
の
と
同
じ
も
の
を
本

庁
に
置
い
て
操
作
方
法
を
覚
え
て
も
ら
い
、

今
後
コ
ン
ビ
ニ
で
の
証
明
書
発
行
に
役
立
て

て
も
ら
う
。窓
口
の
人
数
削
減
も
図
っ
て
い

く
。マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
は
１
台
６
６
０
万
円
、

レ
ジ
ス
タ
ー
は
１
台
２
７
８
万
円
。

■
教
育
Ｉ
Ｃ
Ｔ
利
活
用
事
業
、デ
ジ
タ
ル
百

科
事
典
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

　

児
童
生
徒
全
員
が
同
じ
目
的
で
調
べ
学
習

が
可
能
に
な
り
、著
作
権
に
も
抵
触
せ
ず
に

テ
ス
ト
利
用
も
可
能
。教
職
員
の
業
務
改
善

に
も
つ
な
が
る
。１
校
22
万
円
、合
計
１
９
８

万
円
を
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
ラ
イ
セ
ン
ス
使
用
料

に
計
上
し
て
い
る
。

■
幼
保
小
中
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
の
英
語
検
定

受
験
料
補
助
84
万
５
千
円
に
つ
い
て
、何
人

を
対
象
と
し
て
の
予
算
計
上
か
。

　

市
内
在
住
の
小
中
学
生
を
対
象
と
し
、受

験
料
の
２
分
の
１
を
、年
度
内
１
回
補
助
す

る
も
の
で
、30
人
を
想
定
し
て
い
る
。

■
図
書
館
運
営
事
業
、電
子
書
籍
ラ
イ
セ
ン

ス
使
用
料
２
２
０
万
円
に
つ
い
て
、令
和
５

年
度
は
５
０
０
冊
を
購
入
と
の
こ
と
だ
が
、

シ
ス
テ
ム
と
、借
り
る
方
法
の
説
明
を
。

　

電
子
書
籍
は
３
０
０
冊
。郷
土
資
料
・
統
計

書
・
発
掘
調
査
関
係
の
報
告
書
等
が
４
１
９

点
で
、合
計
７
１
９
点
が
閲
覧
可
能
。４
月
25

日
に
開
館
予
定
で
、４
月
の
広
報
に
閲
覧
の

方
法
を
掲
載
し
、周
知
す
る
。

■
同
、ラ
イ
セ
ン
ス
使
用
料
は
毎
年
か
か
る

の
か
。ま
た
、紙
媒
体
と
電
子
書
籍
と
の
す
み

分
け
を
し
て
い
く
の
か
。

　

買
取
型
に
し
、市
の
財
産
と
し
て
電
子
書

籍
を
増
や
し
て
い
き
た
い
。紙
媒
体
書
籍
は

人
気
が
あ
る
の
で
、今
後
バ
ラ
ン
ス
を
考
え

て
い
く
が
、な
く
な
る
こ
と
は
な
い
と
思
う
。

■
在
宅
高
齢
者
福
祉
推
進
事
業
の
配
食
サ
ー

ビ
ス
委
託
料
８
０
１
万
円
に
つ
い
て
、昨
年

比
で
約
２
０
０
万
円
の
増
額
の
理
由
は
。

　

こ
れ
ま
で
本
人
負
担
が
４
５
０
円
、市
負

担
が
４
５
０
円
だ
っ
た
が
、電
気
代
・
ガ
ス

代
・
材
料
費
す
べ
て
が
高
騰
し
た
中
で
、本
人

の
負
担
を
増
や
さ
な
い
た
め
に
市
負
担
分
を

１
０
０
円
あ
げ
た
た
め
。

■
女
性
相
談
事
業
に
つ
い
て
。女
性
相
談
員

は
足
り
て
い
る
の
か
。相
談
体
制
に
つ
い
て

行
き
に
く
い
と
の
意
見
を
き
い
て
い
る
が
、

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
相
談
で
き
な
い
の
か
。

　

現
在
は
２
人
確
保
で
き
て
い
る
。令
和
５

年
度
は
福
祉
事
務
所
の
体
制
を
変
え
る
予

定
で
あ
る
。児
童
福
祉
に
関
わ
る
部
分
は
こ

ど
も
家
庭
課
に
、地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

の
構
築
部
分
に
つ
い
て
は
長
寿
介
護
課
に
、

残
っ
た
相
談
業
務
に
つ
い
て
は
相
談
セ
ン

タ
ー
と
す
る
。セ
ン
タ
ー
を
相
談
業
務
に
特

化
し
、わ
か
り
や
す
い
体
制
に
す
る
。

令
和
５
年
度
伊
豆
の
国
市
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
予
算
に
つ
い
て

■
疾
病
予
防
事
業
の
人
間
ド
ッ
グ
等
委
託
料

に
つ
い
て
実
績
は
ど
の
く
ら
い
か
。

　

令
和
３
年
度
は
３
６
５
人
、令
和
４
年
度

は
令
和
５
年
２
月
時
点
で
３
６
６
人
。

令
和
５
年
度
伊
豆
の
国
市
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

■
特
別
徴
収
と
普
通
徴
収
の
割
合
は
ど
の
く

ら
い
か
。ま
た
、普
通
徴
収
の
中
で
口
座
引
き

落
と
し
の
割
合
は
ど
の
く
ら
い
か
。

　

10
月
現
在
で
、特
別
徴
収
が
69
％
、普
通
徴

収
が
31
％
。普
通
徴
収
の
う
ち
で
口
座
振
替

率
が
約
70
％
で
あ
る
。

令
和
５
年
度
伊
豆
の
国
市
介
護
保
険
特
別
会

計
予
算
に
つ
い
て

■
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
・
介
護
予
防
サ
ー

ビ
ス
給
付
費
が
共
に
前
年
と
比
べ
予
算
増
と

な
っ
て
い
る
が
、そ
の
要
因
は
何
か
。

　

介
護
状
態
の
悪
化
に
よ
る
給
付
費
増
、新
規

の
申
請
数
増
、令
和
４
年
10
月
の
介
護
報
酬
改

定
に
よ
る
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
加
算
等
が
要
因
。

● 常任委員会報告 ●
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